
中部 富士市総合都市交通戦略 
１．概要 ■（富士市総合都市交通戦略における）
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概要

理念 
・ 

方針 

（政策目標） 
 さまざまな交通手段での安全・安心で快適な
移動の実現 
戦略 柱

■（富士市総合都市交通戦略における）
  まちづくりの目標（方向性） 

（戦略の柱） 
・地域の安全・活力を支える交通体系の構築 
・軸となる公共交通による集約拠点間の移動
円滑化円滑化

・にぎわいのある「歩いて暮らせる」集約拠点の
形成 

目標  平成29年 
年次 

位置 
づけ 

総合交通体系調査を受け、徒歩、自転車、公
共交通、自動車などの適正化を図り、市民本
位の便利な都市交通体系にするために策定位の便利な都市交通体系にするために策定。

 

総合交通体系（PT調査） ○ Ｈ18 

戦略
策定

都市圏 
策定 
範囲 

市域 

特定エリアのみ ○ 都心部 
出典：富士市都市計画 マスタープラン 出典：第三次国土利用計画 

     （富士市計画）          
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２．目標と指標 
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目標 指標

交通手段別分担率 

一定時間アクセス可能圏域人口(拠点等） 

中心部歩行者数 ○

主

交
通 

中心部歩行者数 ○

自転車交通量 ○ 

公共交通カバーエリア 

バス利用者数 ○主
な
指
標 

バス利用者数 ○

鉄道、路面電車利用者数 ○ 

社

DID内人口密度 

中心部居住人口･公共交通ｻｰﾋﾞｽ圏域人口社
会 

中心部居住人口 公共交通ｻ ﾋ ｽ圏域人口

商品販売額 

交通事故件数、死傷者数 

環 CO2排出量 環
境 

その他 
指標 

道路混雑区間の減少 ○ 

国道139号などの主要幹

線道路の混雑減少が見
込まれます 
（18km減少） 

集約拠点間を連絡する公
共交通利用者数の増加
が見込まれます 
（2,190人増加） 

集約拠点内を通行する歩
行者・自転車数の増加が
見込まれます 
（2,180人増加） 

 
数値の変化１ 

  
数値の変化２ 

  
数値の変化３ 
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展開施策（ ）

都市計画道路などの整備

道路の整備 

都市計画道路などの整備
 ボトルネック交差点の渋滞緩和 

自転車走行モデル空間の整備

自転車環境の改善 

自転車走行モデル空間の整備 
 自転車ネットワーク整備計画の策定 

新しい交通システム（DMV）の導入 
公共交通の充実 

 公共交通サービスの改善・向上 
 公共交通走行空間の整備 
 自動車利用の仕方の工夫 
 公共交通の利用促進 

 バリアフリーや乗り継ぎ施設の整備 
 C&RやC&BR環境の整備 
 ニーズに応じた駅前広場等の整備 

交通結節点の整備 
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展開施策（ ）

施策分類 主要施策 

歩行者施策歩行者施策

自転車施策 
・自転車走行モデル空間の整備 
・自転車ネットワーク整備計画の策定 

公共交通施策 

・新しい交通システムの導入（ＤＭＶ）  
・公共交通サービスの改善・向上 
・公共交通走行空間の整備 
・公共交通の利用促進 

交通結節点 
・バリアフリー化や乗り継ぎ施設の整備 
・Ｃ＆Ｒ、Ｃ＆ＢＲ 
・富士駅、新富士駅の駅前広場の整備 

・都市計画道路などの整備
自動車施策 ・ボトルネック交差点の渋滞緩和 

駐車場施策 

MM施策 
・自動車利用の仕方工夫 

その他 
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展開施策（ ） り組 概要
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展開施策（ ） 実施 体 予定
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総合 通戦略 推 及 評価

  戦略の策定（Plan）、施策・事業の実施（Do）、進捗管理・評価（Check）、戦略の見直し・改善（Action）を
繰り返すPDCAサイクルによって事業を推進します。 
  戦略の評価・改善は4年単位とし、関係機関で構成される評価委員会（仮称）等により、継続的な進行管理を行
います。 

効果の検証、戦略の見直し・改善を行いながら、目標達成検 善
に向けた取り組みを展開します。 
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そ 他（戦略報告書 構成 特徴等）

設定したアウトカム指標の達成に向け、施策・
事業を効果的に組み合わせた施策パッケージ
を設定し、数値の変化を予測した。設定 、数 変 測 。

数値の変化（まちの変化）は、将来（平成29年
度）のWithout値（策を講じない場合の値）と
With値（戦略による事業を実施した場合）をそ
れぞれ分析 算出し 予測したれぞれ分析・算出し、予測した。

将来
像 

将来都市像の明示 ○ 

具体的な将来イメージの提示 ○

（報告書の構成要素について） 

像 具体的な将来イメ ジの提示 ○

現状
分析 

データに基づいた分析 ○ 

現状と将来のギャップ分析 

数値目標の設定 ○
評価 

数値目標の設定 ○

評価方法・PDCAの明示 ○ 

施策
展開

施策のパッケージ化 ○ 

施策プログラムの明示 ○
展開 施策 グラ 明 ○

予算の明示 
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  設定したアウトカム指標の達成に向け、道路の整備、自転車環境の改善、公共交通の充実、交通結節点の整備に大別され
る施策・事業を効果的に組み合わせた施策パッケージを設定し、数値の変化を予測しました。 

●富士市総合都市交通戦略の体系（階層構造） ●アウトカム指標と施策パッケージの設定 
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  数値の変化（まちの変化）は、将来（平成29年度）のWithout値（策を講じない場合の値）とWith値（戦略による事業を実
施した場合）をそれぞれ分析・算出し、予測しました。 

アウトカム指標１ アウトカム指標２ アウトカム指標３ 

…道路混雑区間延長の減少 
（道路混雑の緩和） 

…集約拠点間を連絡する 
 公共交通利用者数の増加 

…集約拠点内を通行する 
 歩行者・自転車数の増加 

施策パッケージ１ 施策パッケージ２ 施策パッケージ３ 

…地域の安全・活力を支え 
  る交通体系の構築 

数値の変化１ 

…軸となる公共交通による 
 集約拠点間の移動円滑化 

数値の変化２ 

…にぎわいのある「歩いて暮 
らせる」集約拠点の形成 

数値の変化３ 数 変

   
混雑している道路の延長（km） 公共交通の利用者数（人/日） 歩行者・自転車数の数（人/日） 

国道139号など主要幹線道路の混 集約拠点間を連絡する公共交通 集約拠点内を通行する歩行者 自 国道139号など主要幹線道路の混
雑区間の減少 

（効果 約18km減少） 

集約拠点間を連絡する公共交通
利用者数の増加 

（効果 約2,190人/日増加） 

集約拠点内を通行する歩行者、自
転車数の増加 

（効果 約2,180人/日増加） 


